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● 平成26年定例会の報告
● 東日本大震災復旧・復興調査特別
　委員会の報告、震災復興事業報告
● 質疑応答
● 参加者からのアンケート結果

た
。

　
両
日
合
計
で
73
人
の
方
々
が
参
加
し
ま

し
た
。
班
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
担
当
議

員
が
定
例
会
の
報
告
を
行
い
、
東
日
本
大

震
災
復
旧
・
復
興
調
査
特
別
委
員
会
の
正

副
委
員
長
が
特
別
委
員
会
の
報
告
を
し
た

後
、
担
当
議
員
が
復
興
状
況
の
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
質
疑
応
答
を
行
い

ま
し
た
。　

　
今
回
の
議
会
報
告
会
で
は
「
平
成
26
年

定
例
会
」
「
東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興

調
査
特
別
委
員
会
」
及
び
「
復
興
状
況
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
い
ま
し

　
塩
竈
市
議
会
は
11
月
22

日
（
土
）
、
29
日
（
土
）

の
両
日
、
第
３
回
市
議
会

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

１

　
２
月
定
例
会
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
度
の
補
正
予
算
と
平
成
26
年 

度
の
施
政
方
針
及
び
予
算
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
年
度
予
算
の
主
な
る
事
業
は
震
災
復 

興
関
連
予
算
１
５
７
億
円
で
災
害
公
営
住 

宅
費
23
億
３
千
万
円
の
他
、
藤
倉
・
北
浜

地
区
区
画
整
理
事
業
、
浦
戸
防
災
関
連
事

業
で
す
。
ま
た
長
期
総
合
計
画
に
基
づ
く

事
業
と
し
て
、
障
害
者
総
合
支
援
事
業
費

７
億
円
、
割
増
商
品
券
４
５
０
０
万
円
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
費
１
憶
３
４
４

４
万
円
等
で
、
市
民
の
暮
ら
し
・
福
祉
の

充
実
の
視
点
で
質
疑
が
行
わ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
は
、
鎌
田
礼 

二
、
高
橋
卓
也
、
西
村
勝
男
、
志
賀
勝
利
、

浅
野
敏
江
、
志
子
田
吉
晃
、
伊
勢
由
典
の

各
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
会
に
つ
い
て

　
補
正
予
算
な
ど
21
件
の
議
案
が
提
案
さ 

れ
ま
し
た
。
主
な
事
業
は
、
災
害
公
営
住 

宅
用
地
購
入
費
５
億
８
０
０
０
万
円
、
復 

興
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
費
２
０
０

０
万
円
、
避
難
道
路
整
備
事
業
費
３
０
０

０
万
円
、
浦
戸
ス
テ
イ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

整
備
費
３
億
２
０
０
０
万
円
等
で
す
。
各

常
任
委
員
会
で
質
疑
が
行
わ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
菊
地
進
、
小
野
幸
男
、

西
村
勝
男
、
浅
野
敏
江
、
小
野
絹
子
、
田

中
徳
寿
、
志
賀
勝
利
、
阿
部
か
ほ
る
の
各

議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
に
つ
い
て

　
補
正
予
算
な
ど
18
件
の
議
案
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
復
興
関
連
で
、
浦
戸
災

害
公
営
住
宅
３
億
５
３
５
０
万
円
、
新
魚

市
場
荷
さ
ば
き
所
６
億
８
７
０
０
万
円
。

長
期
総
合
計
画
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
ワ

ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種
７
０
０
０
万
円
等

が
審
議
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成

25
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会

計
に
係
る
決
算
認
定
（
３
件
）
は
、
特
別

委
員
会
を
開
き
、
質
疑
・
採
決
の
結
果
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
、
歳
入
５
０
５
億
９
１
０

０
万
円
、
歳
出
４
１
３
億
２
７
７
５
万
円 

で
92
億
円
の
繰
越
金
を
差
し
引
き
14
億
円

参加いただいた市民の皆様
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震
災
復
興
事
業
報
告

東
日
本
大
震
災
復
旧・復
興

調
査
特
別
委
員
会
の
報
告

議
長
の
辞
職
勧
告
動
議
に
つ
い
て

　
塩
竈
市
議
会
で
は
発
災
後
、
東
日
本
大

震
災
復
興
対
策
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
国
及
び
知
事
に
復
旧
・
復
興
等
の
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
現
在
、
塩
竈
市

震
災
復
興
計
画
に
基
づ
き
、
「
住
み
慣
れ

た
土
地
で
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で
も
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、
10
年
間
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
復
興
計
画
は
港
町
周

辺
地
区
（
道
路
の
か
さ
上
げ
・
ポ
ン
プ
場

施
設
）
・
北
浜
周
辺
地
区
（
道
路
と
宅
地

の
か
さ
上
げ
と
土
地
区
画
整
理
事
業
）
・

本
塩
釜
駅
前
周
辺
地
区
（
海
岸
通
り
１
・

２
番
地
区
の
再
開
発
に
向
け
て
都
市
計
画

の
決
定
）
・
藤
倉
周
辺
地
区
（
土
地
区
画

整
理
と
道
路
拡
幅
整
備
）
・
新
浜
地
区
周

辺（
水
産
加
工
業
施
設
整
備
支
援
事
業
）・

浦
戸
地
区
周
辺
（
漁
港
の
浮
き
桟
橋
や
道

路
）
の
各
地
区
等
地
区
の
特
性
に
応
じ
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
災
害
公
営
住
宅
は
、

本
土
３
７
５
戸
と
浦
戸
地
区
45
戸
の
４
２

０
戸
が
27
年
度
ま
で
に
完
成
の
予
定
で
す
。

錦
町
地
区
は
、
現
在
40
戸
が
建
設
中
で
す
。

ま
た
、
清
水
沢
地
区
は
１
７
０
戸
、
北
浜

地
区
・
錦
町
東
地
区
な
ど
１
３
４
戸
の
計

画
で
住
宅
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、
塩

竈
の
復
興
及
び
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
平
成
23
年
３
月
27
日
、
瓦
れ
き
処
理
に

関
す
る
災
害
復
旧
連
絡
協
議
会
内
部
の
業

務
配
分
の
不
平
等
に
関
す
る
報
道
が
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
昨
年
５
月
に
開
催
さ

れ
た
議
会
報
告
会
で
、
多
く
の
市
民
か
ら

真
相
究
明
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
５

月
13
日
に
志
賀
勝
利
委
員
長
、
鎌
田
礼
二

副
委
員
長
、
全
議
員
に
よ
る
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
15
回
の
開
催
、

参
考
人
招
致
も
４
回
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

①
塩
竈
市
の
管
理
責
任
に
つ
い
て

　
塩
竈
市
は
連
絡
協
議
会
に
対
し
て
総
額

58
億
円
の
事
業
を
委
託
し
、
本
土
の
危
険

家
屋
解
体
、
約
27
億
円
は
連
絡
協
議
会
が

窓
口
と
な
り
、
仕
事
を
振
り
分
け
、
解
体

の
契
約
は
解
体
事
業
者
と
市
が
直
接
契
約

を
結
ん
で
い
ま
す
。
浦
戸
と
浦
戸
地
区
の

危
険
家
屋
解
体
、
総
額
31
億
円
は
、
連
絡

協
議
会
が
元
請
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
下
請

企
業
と
し
て
瓦
れ
き
の
収
集
、
分
別
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
当
局
は

こ
れ
ら
の
日
報
の
提
出
を
連
絡
協
議
会
に

対
し
て
求
め
る
こ
と
な
く
、
請
求
さ
れ
た

金
額
を
十
分
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
な
く
、

支
払
い
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
市
当
局
は
お
互
い
の
信
頼
関

係
に
基
づ
い
て
、
支
払
い
を
履
行
し
た
と

答
弁
を
し
て
い
ま
す
。

②
有
価
物
に
つ
い
て

　
震
災
で
解
体
さ
れ
た
家
屋
は
１
２
０
０

件
を
超
え
、
ほ
と
ん
ど
の
家
屋
に
は
ア
ル

ミ
サ
ッ
シ
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
電
線
も

大
量
に
出
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
価
物

の
報
告
に
は
一
切
出
て
き
ま
せ
ん
。

③
島
民
給
与
に
つ
い
て

　
一
般
的
に
は
、
連
絡
協
議
会
か
ら
下
請

し
た
両
社
が
島
民
を
雇
い
、
賃
金
を
支
払

う
形
が
通
例
で
あ
る
が
、
今
回
は
連
絡
協

議
会
が
島
民
を
雇
い
、
約
８
９
０
０
万
円

賃
金
を
支
払
い
ま
し
た
。
浦
戸
の
瓦
れ
き

運
搬
、
分
別
処
理
に
従
事
し
た
延
べ
人
数

１
万
３
０
０
０
人
、
そ
の
半
数
以
上
の
６

９
０
０
人
を
連
絡
協
議
会
が
雇
っ
た
作
業

員
が
占
め
て
い
ま
す
。

④
浦
戸
の
危
険
家
屋
解
体
に
つ
い
て

　
浦
戸
の
危
険
家
屋
解
体
は
、
当
初
議
会

に
提
出
さ
れ
た
資
料
で
は
１
０
２
件
で
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
20
件
の
詳
細
な

資
料
提
示
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
１
軒
の
家

に
数
軒
分
を
寄
せ
集
め
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
危
険
家
屋
解
体
件

数
は
、
当
初
の
１
０
２
件
か
ら
72
件
増
の

１
７
４
件
と
な
り
ま
し
た
。
寄
せ
集
め
の

最
大
の
理
由
、
書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
の
説

明
に
対
し
て
は
、
ど
ん
な
書
類
が
不
足
し

て
い
た
の
か
、
説
明
を
求
め
て
も
明
確
な

答
え
が
返
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

２

の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
一
般
質
問
は
、
志
子
田
吉
晃
、
伊
勢
由

典
、
西
村
勝
男
、
小
野
幸
男
、
香
取
嗣
雄
、

志
賀
勝
利
、
曽
我
ミ
ヨ
の
各
議
員
が
行
い

ま
し
た
。 

【
意
見
書
及
び
決
議
に
つ
い
て
】

　
「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見

書
」
及
び
「
東
松
島
宮
戸
・
寒
風
沢
間
架

橋
（
命
の
橋
）
実
現
に
向
け
て
の
決
議
」

が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
６
月
議
会
の
冒
頭
で
、
佐
藤
英
治
議

長
の
辞
職
勧
告
動
議
が
提
出
さ
れ
、
採

択
の
結
果
可
否
同
数
と
な
り
、
曽
我
副

議
長
の
裁
決
に
よ
り
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

　
最
終
日
、
曽
我
ミ
ヨ
副
議
長
よ
り
辞

職
願
い
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
副
議
長

選
挙
の
結
果
、
鎌
田
礼
二
議
員
が
当
選

し
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
９
月
議
会
の
初
日
、
佐
藤
英
治
議
長

の
辞
職
勧
告
動
議
が
提
出
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。



報
告
後
の
主
な
質
疑
応
答

３

Ｑ　
曽
我
副
議
長
の
辞
任
に
つ
い
て

　
通
常
は
年
度
の
中
で
辞
任
は
あ
り
え
な

　
い
、
そ
の
理
由
は
。

Ａ　
原
因
は
、
議
員
に
対
す
る
政
治
倫
理

　
審
査
会
を
開
い
て
ほ
し
い
と
、
要
請
が

　
出
さ
れ
た
議
会
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
提

　
出
。
当
然
、
審
査
会
が
開
か
れ
る
と
思

　
っ
て
い
た
が
、
開
か
れ
な
か
っ
た
。
本

　
来
は
議
長
を
支
え
る
の
が
副
議
長
の
役

　
割
だ
が
、
亀
裂
が
入
り
、
続
け
る
こ
と

　
は
私
自
身
議
会
を
無
視
し
た
運
営
の
立

　
場
に
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
、
長
く
続

　
け
る
べ
き
で
な
い
と
思
い
辞
職
し
た
。

Ｑ　
二
度
の
議
長
辞
職
勧
告
動
議
に
つ
い

　
て

Ａ　
政
治
倫
理
審
査
会
を
開
か
な
か
っ
た

　
こ
と
、
消
防
事
務
組
合
と
環
境
事
務
組

　
合
の
一
本
化
で
、
議
員
選
出
の
整
理
が

　
で
き
な
い
こ
と
、
東
日
本
大
震
災
復
旧

　

・
復
興
調
査
特
別
委
員
会
の
進
め
方
に

　
疑
義
が
あ
っ
た
こ
と
、
の
３
点
の
理
由

　
に
よ
り
議
会
と
し
て
議
長
辞
職
勧
告
動

　
議
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

Ｑ　
復
興
の
問
題
に
つ
い
て

　
テ
レ
ビ
、
新
聞
で
騒
が
れ
て
い
る
が
、

　
一
般
市
民
を
無
視
し
た
形
で
全
然
わ
か

　
ら
な
い
ま
ま
新
聞
に
載
っ
て
い
た
が
、

　
報
告
会
で
全
議
員
が
調
査
す
る
と
発
言

　
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
ま
た
、
石
巻
で
は
職
人
が
整
列
し
て

　
全
員
で
写
真
を
撮
り
、
名
簿
を
提
出
し
、

　
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
写
真
を
撮
っ
て
い

　
る
が
本
市
で
は
ど
う
か
。

Ａ　
当
初
は
作
業
配
分
の
不
平
等
と
い
う

　
形
で
新
聞
紙
上
で
報
道
さ
れ
た
。
資
料

　
を
要
求
し
て
調
べ
た
が
、
不
平
等
に
つ

　
い
て
は
議
会
と
し
て
は
終
っ
て
し
ま
っ

　
た
こ
と
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
し

　
か
し
実
際
に
は
金
銭
的
な
も
の
も
す
べ

　
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
な
し
に
災
害
復
旧

　
連
絡
協
議
会
か
ら
の
請
求
書
等
に
お
金

　
を
支
払
っ
て
い
る
。
協
議
会
と
塩
竈
市

　
と
の
信
頼
関
係
に
基
づ
い
て
支
払
い
を

　
し
た
の
で
間
違
い
は
な
い
、
と
い
う
市

　
長
の
答
弁
が
何
回
も
な
さ
れ
た
。

　
　
浦
戸
の
家
屋
解
体
に
つ
い
て
は
当
初

　
１
０
２
軒
の
解
体
で
審
議
し
た
が
、
調

　
査
し
て
い
く
と
数
が
１
７
４
件
の
解
体

　
数
が
示
さ
れ
た
。
４
～
５
軒
く
ら
い
の

　
寄
せ
集
め
で
解
体
処
理
と
の
説
明
が
な

　
さ
れ
て
調
査
中
で
あ
る
。

　
　
有
価
物
に
関
し
て
は
、
１
２
０
０
軒

　
も
解
体
し
た
の
に
ア
ル
ミ
が
一
切
出
て

　
こ
な
い
、
多
く
の
不
明
点
が
あ
り
、
し

　
っ
か
り
と
真
相
を
究
明
出
来
る
よ
う
に

　
頑
張
っ
て
い
く
。

Ｑ　
瓦
礫
処
理
・
危
険
家
屋
解
体
に
係
る

　
有
価
物
に
つ
い
て

　
＊
不
透
明
な
処
理
が
さ
れ
て
い
る
よ
う

　
だ
が
、
な
ぜ
議
員
は
調
べ
よ
う
と
し
な

　
い
の
か
。

Ａ　
我
々
が
調
べ
始
め
た
と
き
か
ら
す
べ

　
て
そ
う
い
っ
た
有
価
物
は
な
か
っ
た
。

　
存
在
の
証
明
は
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
Ｑ　
百
条
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

　
調
査
が
進
ま
な
い
の
は
問
題
が
あ
る
の

　
で
は
。
石
巻
で
は
百
条
委
員
会
が
設
置

　
し
解
決
し
て
い
る
が
、
告
発
す
る
と
か

　
百
条
委
員
会
で
法
的
な
処
理
で
徹
底
し

　
て
真
相
究
明
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
＊
本
市
議
会
で
な
ぜ
、
百
条
委
員
会
を

　
設
置
し
な
い
の
か
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

　
＊
委
員
会
の
中
に
い
ろ
ん
な
問
題
が
あ

　
る
、
ア
ル
ミ
、
銅
、
鉄
が
混
ざ
っ
て
い

　
る
、
訴
訟
も
２
つ
あ
る
。
百
条
委
員
会

　
は
、
立
ち
上
げ
な
け
れ
ば
だ
め
。

Ａ　
市
民
の
皆
様
に
し
っ
か
り
と
真
相
を

　
究
明
し
て
お
伝
え
す
る
こ
と
が
議
員
の

　
役
目
で
あ
る
。
百
条
委
員
会
も
で
き
れ

　
ば
や
り
た
い
が
、
議
員
各
位
の
賛
意
が

　
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。

　
＊
本
当
に
百
条
委
員
会
に
す
る
か
、
み

　
ん
な
の
声
を
聞
い
て
か
ら
ど
う
す
る
か

　
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
＊
議
会
報
告
会
で
市
民
の
方
か
ら
百
条

　
委
員
会
等
の
声
も
出
て
い
る
の
で
資
料

　
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
議
員
の
役

　
割
と
し
て
行
政
の
監
視
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
【
そ
の
他
の
質
問
】

・
辞
職
勧
告
が
２
回
可
決
さ
れ
て
も
辞
め

　
な
い
理
由
に
つ
い
て

・
市
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

・
本
市
の
人
口
減
少
に
つ
い
て

・
議
員
定
数
に
つ
い
て

・
防
潮
堤
に
つ
い
て

・
調
査
特
別
委
員
会
で
質
問
し
な
い
会
派

　
に
つ
い
て

議会報告会の様子
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記

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

【
内
容
に
つ
い
て
】

・
良
く
わ
か
っ
た　
12
人
（
19
・
４
％
）

・
普
通　
　
　
　
　
24
人
（
38
・
７
％
）

・
分
か
り
に
く
い　
11
人
（
17
・
７
％
）

・
回
答
な
し　
　
　
15
人
（
24
・
２
％
）

【
時
間
配
分
に
つ
い
て
】

・
適
切
だ
っ
た　
　
30
人
（
48
・
４
％
）

・
長
か
っ
た　
　
　
５
人
（
８
・
１
％
）

・
短
か
っ
た　
　
　
10
人
（
16
・
１
％
）

・
回
答
な
し　
　
　
17
人
（
27
・
４
％
）

【
参
加
者
の
主
な
ご
意
見
】

・
簡
単
で
分
か
り
や
す
い
説
明
を
。

・
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
に
疑
問
。
対
立

　
の
場
で
す
か
。

・
疑
問
の
核
心
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

・
市
民
は
紙
上
の
範
囲
の
情
報
し
か
な
い
。

・
本
報
告
会
は
市
政
の
是
非
良
否
に
つ
い

　
て
討
論
さ
れ
た
い
。

・
方
針
を
明
確
に
し
、
内
部
思
想
を
統
合

　
し
律
し
合
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

・
百
条
委
員
会
の
設
置
を
希
望
。

・
来
年
は
若
者
等
の
参
加
の
拡
大
を
。

・
議
会
と
若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
市
政
の
監
視
役
と
し
て
ま
と
め
役
を
し

　
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。

・
議
会
報
告
会
と
て
も
よ
か
っ
た
。

・
議
会
一
体
と
な
っ
て
、
市
民
の
た
め
に

　
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

・
シ
ビ
ア
な
問
題
の
質
疑
応
答
が
あ
り
徐

　
々
に
解
明
さ
れ
る
か
に
思
う
。

・
議
会
、
議
員
相
互
の
理
解
が
不
十
分
。

・
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
市
民
の
た

　
め
に
な
ら
な
い
。

・
も
っ
と
市
内
の
活
性
化
に
努
め
て
ほ
し
い
。

・
今
後
、
婚
活
を
テ
ー
マ
に
し
た
意
見
が

　
あ
れ
ば
要
望
し
ま
す
。

・
議
長
辞
職
勧
告
が
可
決
さ
れ
て
も
、
法

　
的
に
何
ら
有
効
で
な
い
な
ら
、
意
味
が

　
な
い
。

・
市
民
に
責
任
あ
る
議
員
活
動
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。

・
議
会
の
対
応
の
、
よ
り
詳
し
い
説
明
を
。

４

　
第
３
回
市
議
会
報
告
会
へ
の
皆
様
の
御

参
加
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
報
告
会
は
、
初
め
て
２
会
場
、

２
班
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
と
も
、

市
民
の
皆
様
か
ら
積
極
的
な
御
意
見
を
頂

き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
寄
せ
頂
い
た
御
意
見

は
、
次
回
に
生
か
し
、
更
な
る
議
会
改
革

と
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長　
阿
部
か
ほ
る

　
市
議
会
報
告
会

　
　
　
　
　
Ａ
班
代
表
者　
志
子
田
吉
晃

　
　
　
　
　
Ｂ
班
代
表
者　
菊
地　
　
進

Ａ班（エスプ会場）担当
　代　表　者　 志子田吉晃
　司　　会　 阿部かほる
　報　告　者　 小野幸男・志賀勝利・高橋卓也
　記　録　者　 佐藤英治
　答　弁　者　 全員
　受　　付　 伊藤栄一・小野絹子
　場内整理　 香取嗣雄

Ｂ班（塩釜ガス体育館会場）担当
　代　表　者　 菊地進
　司　　会　 田中徳寿
　報　告　者　 伊勢由典・西村勝男・鎌田礼二
　記　録　者　 曽我ミヨ・浅野敏江
　答　弁　者　 全員
　受　　付 　全員（チーフ：嶺岸淳一）
　場内整理　 全員（チーフ：嶺岸淳一）

議会報告会担当議員 　（Ｂ班） 

議会報告会担当議員 　（Ａ班） 


